
予防啓発 

〔学校・保育施設用〕 

 

 

インフルエンザは、インフルエンザウィルスに感染して起きる感染症です。例年冬季に流行しています。 

 比較的抵抗力の弱い高齢者や乳幼児などは重症化することもありますので、注意が必要です。 

特に、集団生活を行っている学校や保育施設などでは、十分な手洗いや症状がある場合はマスク使用の徹

底等による感染予防に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 基本ポイント ～ 

□ 病 原 体：インフルエンザウィルス 

□ 潜 伏 期 間：通常１日～３日 

□ 感 染 期 間：発症直前から、発病後３日程度まで感染力が特に強いとされる。 

□ 典型的な症状：急激な発熱で発症、38～39℃あるいはそれ以上に達する。 

頭痛、腹痛、筋肉痛、関節痛、全身倦怠感などの全身症状が強い。 

咽頭痛、咳などの呼吸器症状 

□ 治 療：安静、適切な対症療法、水分補給 

発症早期に抗インフルエンザウィルス薬の内服 

 

② 接触感染 

 感染した人が、くしゃみや咳を手で押さえた後や鼻

水を手でぬぐった後に、机やドアノブ等に触れるとウ

ィルスが付着することがあります。 

 健康な人が、その付着したウィルスに触れた後、目

や鼻・口に再び触れると、粘膜・結膜などを通じて感

染することがあります。 

① 飛沫感染 

 感染した人の咳、くしゃみ、つばなどとともに放出

されたウィルスを健康な人が吸い込むと感染すること

があります。 

 

※ 放出される病原体（小粒子）の数は一回のくしゃ

みで約２０万個、咳で１０万個といわれています。

また、飛沫の届く範囲も約２ｍに及ぶとされてい

ます。 

                                                    

予防のポイントは、ウィルスを体の中に入れないことです。 

１「手洗い」                                                     

  学校から帰宅後は流水で手をよく洗いましょう。 

 

２「うがい」 

  のどに入ったウィルスを外に出し、のどの湿り気を保ち感染を予防しましょう。 

 

３「咳エチケット」 

 咳・くしゃみをして、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。 

 マスクがない場合、ティッシュなどで口と鼻をおおい、他の人から顔をそむけて１ｍ以上

離れましょう。 

 使用したティッシュは、すぐにゴミ箱・袋に捨て密封しましょう。 

 手をよく洗いましょう。（ティッシュを通り抜けたウィルスが手に付いています） 

 咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう！ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４「マスク」 

  人ごみの中では、マスクの着用も効果的です。 

 

５「換気」 

  換気にこころがけ２～３時間の間隔で換気しましょう。 

 

６「十分な休養と栄養摂取」 

  体の抵抗力を高めるために、十分な休養と栄養の摂取を日頃から心がけましょう。 

 

７「ワクチン」 

  かかったときの重症化を防ぐためにも大切です。 

 

 

早めに医療機関を受診して治療を受けましょう！ 

受診の際には、周囲の人に感染させないように、マスクを着用しましょう！ 

 

 

療養する場合には、周りの人に感染させないようにすることが大切です。 

 

○ 患者本人はマスクをつけて、手洗いやうがいを実行しましょう。 

○ 看病する人もお世話をした後などは、流水と石鹸でよく手を洗いましょう。 

○ 療養は、解熱後２日間までが目安です。 

○ 室内の換気を十分に行いましょう。 
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